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各教科等の見方・考え方
「どのような視点で物事を捉え、

どのような考え方で思考していくのか」
各教科等を学ぶ本質的な意義をなすもの

自然の事物・現象について、「理科の見方・考え方」を働かせ、探究の過程を通して学ぶことにより、資質・能力を獲得すると
ともに、「見方・考え方」も豊かで確かなものとなると考えられる。さらに、次の学習や日常生活などにおける科学的に探究する
場面において、獲得した資質・能力に支えられた「見方・考え方」を働かせることによって「深い学び」につながっていくものと
考えられる。（下線は作成者が付記） 『学習指導要領（平成２９年告示）解説理科編』

学びの中で鍛えられた「見方・考え方」を働かせながら、世の中の様々な物事を理解し思考し、よりよい社会や自らの人生を創
り出していると考えられる。

『中央審議会答申 平成28年度
幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について』

学びを人生や社会に生かそうとする
学びに向かう力・人間性の涵養

生きて働く知識・技能
の習得

未知の状況にも対応できる
思考力・判断力・表現力の育成

資質・能力
社会

高等学校

中学校

小学校

なぜ「見方・考え方」を働かせることが大切なのか

見方・考え方を働かせた、探究の過程を通して
学ぶことにより、資質・能力を獲得する

獲得した資質・能力により、見方・考え方も
豊かで確かなものになっていく

児童生徒の資質・能力 の育成に

向けて、理科の見方・考え方を
働かせ、科学的に探究(問題を科
学的に解決しようと)する学習活

動の充実を図ることが求められ
ています。
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理科の「見方・考え方」

【各学年で重視する探究の学習過程】

中３ 探究の過程を振り返る。

中２ 解決する方法を立案し、その結果を分析して解釈する。

中１ 自然の事物・現象に進んで関わり、その中から問題を見いだす。

【学年を通して育成を目指す問題解決の力】

小６ Ｑ 小５ 影響を与える要因を調べる際に、条件を制御して解決の方法を発想する。

小４ 自然の事物・現象と既習の内容や生活経験を関係付けて、根拠のある予想や仮説を発想する。

小３ 複数の自然の事物・現象を比較し、主に差異点や共通点を基に、問題を見いだす。

「見方」：問題解決の過程において、自然の事物事象をどのような視点で捉えるか

領域 エネルギー 粒子 生命 地球

領域における
特徴的な視点

量的・関係的
な視点

質的・実体的
な視点

共通性と多様性
の視点

時間的・空間的
な視点

その他の見方 原因と結果の視点、部分と全体の視点、定性と定量の視点

「考え方」：問題解決の過程において、どのような考え方で思考していくか

「比較する」「関係付ける」「条件を制御する」「多面的に考える」

「見方・考え方」は教師が押し付
けるものではなく、子供たち自身
が自在に働かせられるようになる
ことが求められています。小学校
では、ある程度方向性を示してあ
げながら土台をつくり、中学校で
は、豊かになった「見方・考え
方」を働かせてより主体的に探究
できるように小学校から中学校へ
のつながりを意識していくことが
大切です。

２



つながりハンドブックの使い方

児童生徒が「見方・考え方」を働かせて探究できるようにするため
には、教師自身が児童生徒にどのような「見方・考え方」を働かせ、
どのような資質・能力を育成しようとしているのかを重視しておく
ことが大切です。また、児童生徒が「見方・考え方」を働かせたと
きに、それを取り上げて学びを深めたり、働かせたことを称賛して
そのよさを自覚できるようにしたりすることが必要です。

①

② 単元で働かせたい主な「見方・考え方」

単元で育成したい資質・能力とそれにつながる「見
方・考え方」が示してあるので確認しましょう。

③ 単元構想例

②

単元の課題からその出口までのつながりを探究の課題
例で示してあります。これを基に単元のストーリーを
イメージし、先生方に合った単元構想を行いましょう。

⑥ 日常生活と関連した探究活動

③

学んできたことや働かせてきた「見方・考え方」を
生かすことができ、理科の有用性や楽しさを感じら
れる探究の例が示してあります。児童生徒が自力解
決し達成感を味わうことができるようにしましょう。

④ 児童生徒が「見方・考え方」
を働かせている姿の例

④

⑤
授業の場面を想定して、児童生徒の発言やキーワード
を示してあります。授業で目指す姿を具体的にイメー
ジし、児童生徒が「見方・考え方」を働かせたときに
は、取り上げて学びを深めたり、フィードバックし、
そのよさを自覚できるようにしていきましょう。

⑤ 「見方・考え方」を豊かにするポイント例

「見方・考え方」は教師が押し付けるものではありま
せん。④の姿を引き出すためのポイントが示してあり
ますので活動や発問を工夫してみましょう。

つながりハンドブック

① 「見方・考え方」のつながり
つながりのある単元が示してあります。「これまで」
と「このあとは」の学習を確認し、「ここでは」どの
ような「見方・考え方」を働かせていけばよいか考え
ましょう。

⑥

⑦

⑦ 日常生活と関連した探究活動やものづくりの
蓄積や共有

有効だった手立てや活動を蓄積、共有し、次年度以降
も活用できるようにしましょう。 ３



【単元の課題】ゴムや風の力を使った
ゲームで勝つにはどうしたらよいか。

小３ 「風とゴムの力の働き」 全７時間

【問題】ゴムの伸ばし方を変えたときの、
車の動き方の違いを調べる方法を考えよう。

【問題】輪ゴムの伸ばす長さを変えたとき、
車の進む距離はどうなるのだろうか。

【問題】輪ゴムの数を増やしたり、輪ゴム
の太さを太くすると、車の進む距離はどう
なるのだろうか。

ゴールに「近い」「遠い」、ゴ
ムを伸ばす長さが「長い」「短
い」は人によって異なることに
気付かせ、進んだ「距離」やゴ
ムを伸ばした「長さ」をものさ
しではかる必要性や定量的に調
べるよさを確認する。

ゴムを長く伸ばすほど、ものの動き方は
大きくなる。同じように、風の強さを強
くするほど、ものの動き方は大きくなる。
このことを使えば、ものを遠くに動かし
たり、ねらった目的場所に動かしたりす
ることができる。

体験を基に、「進んだ距離」が
何に関係しているかを考えさせ、
２量の変化に着目した予想を立
てさせる。

10㎝ 15㎝
ゴムを伸ばした長さ

実験を何回行えば正しい結果を
得られるかを考えさせたり、結
果をプロット図で表したりする
ことで、再現性を意識して２量
の関係を調べさせる。

【めあて】ゴムや風で動くおもちゃを
作って遊ぼう。

【問題】風の強さを変えたときの、車の動
き方の違いを調べる方法を考えよう。

【問題】風の強さを変えたとき、車の進
む距離はどうなるのだろうか。

ゴムや風の力で動くおもちゃの
車を作り、車がゴールに止まっ
たときと、止まらなかったとき
を比較させ、共通点や差異点か
ら疑問や気付きを引き出すこと
で、「ゴムの伸び」「風の強
さ」と「移動距離」の関係に疑
問を見いだせるようにする。

単元構想例

児童が「見方・考え方」を働かせている姿の例

主として働かせたい「見方・考え方」

「量的・関係的な視点」「比較する」

【単元で身に付けさせたいこと】
・風の力は，物を動かすことができること。また、風の力の大きさを変えると、物
が動く様子も変わること。

・ゴムの力は、物を動かすことができること。また、ゴムの力の大きさを変えると、
物が動く様子も変わること。

「見方・考え方」を豊かにする
ポイントの例

ゴムをたくさん伸ばすと車はゴールを通り過
ぎてしまうし、短く伸ばすとゴールの手前で
止まってしまうな。ゴムを伸ばす長さと車が
進む距離は関係していそうだな。

比較して、共通点や差異点から問題を見いだす

ゴール

ゴムを伸ばす長さが同じだと、車が進む距離も
同じになるな。車が的にぴったり止まるような、
ゴムの伸ばし方、ゴムの長さがあると思う。

ゴムを伸ばす長さを長くしていくと、車が進んだ距離も
長くなっていくと思う。

ゴムの数を増やしていくと、車が進んだ距離も長くなっ
ていくと思う。

量的・関係的な視点で予想を立て、実験方法を考える

量的・関係的な視点で結果の表し方を考える

進
ん
だ
き
ょ
り

実験は何回か繰り返し調べるとより
正しく調べられるな。

結果を表にして整理したり、プロッ
ト図で表したりすると関係が分かり
やすいな。 →小５「振り子の運動」

→中１「力の働き」
→中３「力学的エネルギー」 ４



【単元の課題】ソーラークッカで料理が
できるのはなぜか。

小３ 「光の性質」 全７時間

【問題】鏡ではね返した日光は、どのよ
うに進むのだろうか。

【問題】日光を集める鏡の数を増やして
いくと、暖かさはどのようになるのだろ
うか。

【問題】日光を集める鏡の数を増やして
いくと、明るさはどのようになるのだろ
うか。

手で感じた暖かさの違い（定性
的な見方）が「どのくらいなの
かを温度計で確かめたい」と温
度の違い（定量的な見方）を調
べたくなるように、「暖かさは
どのくらい違う？」などと問い
かける。

鏡のように日光をはね返す板で囲んで光
を集めている。光がまっすぐ進むことを
考えて、板の角度を変えて光をなべに集
めている。こうやって光をたくさん集め
れば集めるほどあたたかくなるので、料
理をすることができる。

光を集める鏡の数を変えたとき
の明るさを調べる際、ICT端末で
記録して可視化することで、客
観的に比較することができるよ
うにする。

伴って変わる２量の関係が分か
るような表現の仕方を確認する。
「〇が～と、□になる。」
「〇が～ほど、□になる。」

【めあて】ソーラークッカーを作って、
水がどのくらい温まるか調べよう。

【問題】虫めがねでどのように日光を集
めると、より明るく、暖かくなるのだろ
うか。

ソーラークッカーで目玉焼きを
焼いている動画を見せ、光の反
射の仕方や光の量と温度、明る
さの関係などに着目して問題を
見いだせるようにする。

単元構想例

主として働かせたい「見方・考え方」
「量的・関係的な視点」「比較する」

【単元で身に付けさせたいこと】
・日光は直進し、集めたり反射させたりできること。
・物に日光を当てると、物の明るさや暖かさが変わること。

「見方・考え方」を豊かにする
ポイントの例

自分の光だけのときよりも、友達の光
と重ねたときの方がまぶしく感じたな。

日なたと日かげの関係のように、光が
たくさん当たった方が、暖かくなると
思う。

比較して、共通点や差異点から問題を見いだす

量的・関係的な視点で予想を立て、実験方法を考える

光を当てたところをさわると、暖かかった。当てていない
ところと、どのくらい温度がちがうのだろう。

日光を集める鏡の枚数を変えたときの、明るさや暖かさ
を比べられるように、ずらして光を当てよう。

鏡１枚の光と鏡２枚の光を比較する

量的・関係的な視点で考察する

鏡を増やして日光を集めると

・鏡の数が多いほど、当てたところは明るくなる。
・鏡の数が多いほど、当てたところは暖かくなる。

児童が「見方・考え方」を働かせている姿の例

「日光が当たるほど、暖かくなるだろう」

量として捉え、数値で表す

日光の量→鏡の数 暖かさ→温度

→中１「光と音」

５



【単元の課題】身近な物で楽器を作り、
強弱やリズムを付けて演奏するには
どうしたらよいか。

小３ 「音の性質」 全６時間

【問題】音が出ているときの、物の様子
はどのようになっているのだろうか。

【問題】音の大きさと、震え方にはどの
ような関係があるのだろうか。

【問題】糸電話はどのように音が伝わる
のだろうか。

「音が大きくなるほど、震え方
は大きくなる。」、「音が大き
いときは震え方は大きく、音が
小さきときは震え方は小さかっ
た。」など、何と何が関係して
いるかを分かりやすく伝える表
現の仕方を、考察を比べながら
話し合わせる。

たたいたり、はじいたりして震わせれば、
身近な物も楽器になることが分かった。
大きい音を出すには強くたたいて大きく
震わせて、弱い音を出すには弱くたたい
てふるえを小さくすればよい。音を切っ
てリズムよく演奏したいときには、震え
を止めれば上手に演奏できる。

「震え方をどのように変化させ
ていくかな？」「震え方の変化
の 様 子 を ど の よ う に 見 る か
な？」と問いかけ、叩く強さや
動いたビーズの数など量的な視
点で計画が立てられるようにす
る。

【めあて】身近な物で楽器を作り、強弱や
リズムをつけて演奏しよう。

単元の導入で、身近な楽器で音を
出す活動を行う。その際、「どう
感じたかな」「楽器を見てみよ
う」など、物の様子に着目させた
り、触ったりさせることで、音と
物の震え方の様子について疑問や
気付きをもてるようにする。

【ものづくり例】
・声で動く、くるくる蛇
・針金糸電話
・オルゴールのスピーカーづくり

単元構想例

主として働かせたい「見方・考え方」

「量的・関係的な視点」「比較する」

児童が「見方・考え方」を働かせている姿の例

【単元で身に付けさせたいこと】
・物から音が出たり伝わったりするとき、物は震えていること。
・音の大きさが変わるとき物の震え方が変わること。

「見方・考え方」を豊かにする
ポイントの例

太鼓で大きな音を出したときと、小さな音にした
ときでは、手に伝わる震えの大きさが違ったな。

トライアングルを握ると、音がしなくなったな。

量的・関係的な視点で問題を見いだす

「音が大きくなるほど、震え方は大きくなるだろう」

量として捉え、
数値で表す

震え方 → ビーズの数

量的・関係的な視点で予想を立て、実験方法を考える

音の大きさ

小さい 大きい

結果を比較して、量的・関係的な視点で考察する

音が大きくなるほど、物の震え方は大きくなる。

大きな音を出すために、
ゴムを強くはじいて大き
く震えるようにしよう。

学んだことや働かせてきた見方・考え方を生かしてものづくりをする

４人で話せる
糸電話を作っ
てみよう。

→中１「音の性質」

６



・虫めがねを紙から遠ざけていくと、光の集まる部分は小さくなって、
明るくなっていくな。温度も上がっていく気がする。

（量的・関係的）

【単元の課題】豆電球に明かりをつけたり、
消したりできるおもちゃを作るには、どの
ようにすればよいのだろうか。

小３ 「電気の通り道」 全９時間

【問題】乾電池と豆電球を導線でどのよう
につなげると、明かりがつくのだろうか。

【問題】ソケットなしで明かりをつける
にはどのようにつなげばよいだろうか。

【問題】どのようなものが電気を通すの
だろうか。

豆電球をつけるために、おもちゃの中に
回路を作ればよいことが分かった。回路
の途中にスイッチを作ったり、回路の途
中に電気を通す物と通さない物を交互に
挟んだりすることで、豆電球をつけたり
消したりできるように工夫しよう。

電気を通すかを調べる際、はさ
みなど異なる物質からできてい
る物を用意し、電気を通すかど
うかは、何でできているかに
よって違うことに気付かせる。

電気を通すときと、通さないと
きのつなぎ方を比較させ、「違
うところはどこかな？」と共通
点や差異点に着目させながら、
回路になるときの決まりを見付
ける。

【めあて】豆電球を使ったおもちゃを作
り、工夫を説明しよう。

単元の導入で豆電球の明かりが
ついたり、消えたりするおも
ちゃで遊び、単元の最後には自
分で考えたおもちゃを作ること
を伝え、どのような仕組みで豆
電球に明かりがつくか興味がも
てるようにする。

乾電池の極にセロハンテープを
付けた物や、ビニルをむかない
導線を使った回路を用意し、比
較させることで、問題を見付け
ることができるようにする。

単元構想例

児童が「見方・考え方」を働かせている姿の例

主として働かせたい「見方・考え方」
「量的・関係的な視点」「質的・実体的な視点」「比較する」

「見方・考え方」を豊かにする
ポイントの例

【単元で身に付けさせたいこと】
・電気を通すつなぎ方と通さないつなぎ方があること。
・電気を通す物と通さない物があること。

豆電球がついたり、消えたりするということは、
どこかにスイッチがあるのかな？部屋のスイッチ
とは仕組みが違うのかな？

比較して、共通点や差異点から問題を見い出す

豆電球がつくときと、つかないときは何が違う
のだろう。

明かりがつく 明かりがつかない

比較して、共通点や差異点を見いだし

多面的に考え、関係的な視点
で考察をする

明かりがついたときのつなぎ方は、
友達も同じかな。

明かりがつくときは、導線をどれも
＋極と－極につなげたときだな。

回路になっているように見えるのに、豆電球がつかない
のは、導線のビニルがむけていないからだと思うな。

【問題】どのようなものが電気を通すのだろうか。

比較して、質的な視点で考察する

はさみは電気を通した人と通さなかっ
た人がいるな。はさみのどの部分を調
べたかで結果が違ってくるな。

導線や電気製品は電気を通す金
属をプラスチックで覆って安全
に使えるよにしてあるんだな。

→小４「電流の働き」
→小５「電流がつくる磁力」
→小６「電気の利用」
→中２「電流とその利用」 ７



・虫めがねを紙から遠ざけていくと、光の集まる部分は小さくなって、
明るくなっていくな。温度も上がっていく気がする。

（量的・関係的）

【単元の課題】磁石にはどのような性質
があるのだろうか。

小３ 「磁石の性質」 全７時間

【問題】磁石に引き付けられる物にはど
のような物があるか。

【問題】磁石と鉄との距離と、磁石が
鉄を引き付ける力にはどのような関係
があるのだろうか。

【問題】鉄を引き付ける力が強いのは、
磁石のどの部分だろうか。

磁石に引き付けられる物と引き付けられ
ない物がある。鉄は磁石に引き付けられ
る。磁石と鉄との距離が変わると引き付
ける力は変わる。磁石の力は離れていて
も、間に他の物があっても働く。

「磁石が引き付ける力が変化する
様子をどのように見たらよいか
な？」と問いかけ、鉄くぎやク
リップが引き付けられた数で表せ
れば（量で捉えれば）よいことに
気付けるようにする。その際くぎ
の材質や大きさなどの条件をそろ
えることにも気付かせる。

作ったおもちゃの工夫を磁石の性
質と関係付けて説明させる。

「〇が変化したら△はどうなるか
な？」「〇と□はどのような関係
にあるだろうか？」と問いかけ、
２量がどのように関係しているか
を意識できるようにする。

【めあて】磁石の性質を使っておちゃ
を作り、工夫を説明しよう。

【問題】磁石に近付けた鉄は、磁石に
なるのだろうか。

単元の導入で「魚つりゲーム」を
行い気付いたことを話し合わせる。
「魚つりゲーム」活動例
①鉄、アルミ、プラスチックなど
磁石に付く物と付かない物を付け
た魚を用意しておく。
②一度にたくさん釣れるように、
小さな鉄くぎを付けた魚を用意し
ておく。

【問題】磁石の極同士を近付けると、ど
のようになるのだろか。

単元構想例

主として働かせたい「見方・考え方」
「量的・関係的な視点」「質的・実体的な視点」「比較する」

【単元で身に付けさせたいこと】
・磁石に引き付けられる物と引き付けられない物があること。また、磁石に近付
けると磁石になる物があること。

・磁石の異極は引き合い、同極は退け合うこと。

「見方・考え方」を豊かにする
ポイントの例

児童が「見方・考え方」を働かせている姿の例

比較して、共通点や差異点から問題を見いだす

磁石に付く魚とつかない魚があるな。
磁石から逃げていく魚もあるな。

磁石に直接付くのではなく、磁石に付いた
魚にさらに付いている魚がいて不思議だな。

量的・関係的な視点で予想を立て、実験方法を考える

棒磁石を近づけていったら、磁石の力の手ごたえが大きくなった
から、磁石の距離と磁石の力は関係していると思うな。

「磁石からの距離が近いほど、引き付ける力は強いだろう」

引き付ける力→クリップの数

磁石とクリップの距離を近くしていくと、
付くクリップの数は多くなっていくと思う。

結果の見通し

磁石の同極同士が退け合う性質を使って、
面白い動きをするおもちゃを作りたいな。

学んだことを使ってものづくりをする

量として捉え、
数値で表す

→小５「電流がつくる磁力」
→中２「電流とその利用」 ８



・虫めがねを紙から遠ざけていくと、光の集まる部分は小さくなって、
明るくなっていくな。温度も上がっていく気がする。

（量的・関係的）

【単元の課題】たくさん風がくる送風機
をつくるにはどうしたらよいか。

小４ 「電流の働き」 全７時間

【問題】乾電池の向きを変えるとモー
ターの回る向きが変わるのはなぜだろう
か。

【問題】モーターをもっと速く回したり、
豆電球をもっと明るくするには、どのよ
うにすればよいのだろうか。

【問題】２個の乾電池の直列つなぎと
並列つなぎで、モーターの回る速さに
違いがあるのはどうしてだろうか。

たくさん風をおこすためには、モーター
を速く回せばよいので、乾電池２個を直
列につなぎにして電流の大きさを大きく
すればよい。３年生のときに作ったス
イッチを使えば、電源のON、OFF以外に
強弱を切り替えられる送風機が作れそう
だな。

乾電池のつなぎ方、モーターの回
る速さ、電流の大きさ（検流計の
目盛り）のまとめ方を考えさせ、
表を使って整理すると分かりやす
いことに気付けるようにする。

乾電池を使っている身近な道具を
取り上げて、生活経験と関係付け
て予想できるようにする。

【めあて】たくさん風がくる送風機や強
弱が調節できる送風機を作ってみよう。

送風機を作り、風が自分に当たる
場合と当たらない場合を比較させ、
共通点や差異点から疑問や気付き
を引き出せるようにする。

乾電池1個のときと同じ速さで
回ったつなぎ方と１個のときより
も速く回ったつなぎ方を仲間分け
させ、モーターの回る速さと乾電
池のつなぎ方を関係付けられるよ
うにする。

単元構想例

児童が「見方・考え方」を働かせている姿の例

主として働かせたい「見方・考え方」
「量的・関係的な視点」「比較する」「関係付ける」

【単元で身に付けさせたいこと】
・乾電池の数やつなぎ方を変えると、電流の大きさや向きが変わり、豆電球の明
るさやモーターの回り方が変わること。

「見方・考え方」を豊かにする
ポイントの例

比較して、共通点や差異点から問題を見いだす

風が自分に当たらない友達もいるな。
何が違うんだろう？

もっと風を強くするにはどうしたらいいかな？

リモコンは乾電池を２個使って
いたな。懐中電灯は乾電池をた
くさん入れているな。

リモコンに乾電池を入れるとき、
間違った向きで入れたら動かな
かったな。

乾電池の向きを変えると電流
の向きが変わると思う。

乾電池の数が多いほど、モーター速
く回り、豆電球は明るくなると思う。

生活経験と関係付けて、量的・関係的な視点で予想を立てる

量的・関係的な視点で考察する

乾電池の数が増えると、電流の大きさが大きくなり、
豆電球が明るくなるんだな。

乾電池の数が増えても、並列つなぎの
場合は豆電球の明るさは変わらないん
だな。乾電池の数だけでなく、つなぎ
方も関係しているんだな。 小３「電気の通り道」→

→小５「電流がつくる磁力」
→小６「電気の利用」
→中２「電流とその利用」

「〇と□はどのような関係にある
だろうか？」と問いかけ、何が変
わったら、何が変わったのかに気
付けるようにする。

９



・虫めがねを紙から遠ざけていくと、光の集まる部分は小さくなって、
明るくなっていくな。温度も上がっていく気がする。

（量的・関係的）

ｂ

【単元の課題】スチール缶をクレーン
で持ち上げるときに、電磁石を使うよ
さは何だろうか。

小５ 「電流がつくる磁力」 全11時間

【課題】電磁石にはどのような性質が
あるのだろうか。

【問題】電磁石の極を変えるには、ど
のようにすればよいのだろうか。

【問題】電磁石が鉄を引き付ける力を、
もっと強くするにはどのようにすればよ
いのだろうか。

電磁石は磁石と同じように鉄を引き付
けるが、電流が流れていないときは、
その働きがないので、スチール缶を引
き付けたり、離したりすることができ
る。電磁石はコイルの巻き数や電流の
大きさを大きくすることで、引き付け
る力を大きくすることができる。だか
ら、物の重さに合わせて電流の大きさ
を変えればよい。

変える条件、変えない条件を
キーワードにして、条件を整理
できるようにする。

予想の理由を問いかけ、学んでき
たことと関係付けて予想できるよ
うにする。必要に応じて、既習事
項の教科書を提示して思い出せる
ようにする。【問題】電磁石の性質を使ったおもちゃ

を作って説明してみよう。

主として働かせたい「見方・考え方」
「量的・関係的な視点」「条件を制御する」「関係付ける」

電磁石を使ったクレーンの写真を
見せたり、全員に電磁石を使った
おもちゃのクレーンゲームを体験
させたりする。その中で、既習事
項の磁石と電磁石を比較させ一人
一人が疑問をもてるようにする。

【活動例】身の回りで使われている電
磁石を探してみよう。

【単元で身に付けさせたいこと】
・電流の流れているコイルは、鉄心を磁化する働きがあり、電流の向きが変わると、
電磁石の極も変わること。

・電磁石の強さは、電流の大きさや導線の巻き数によって変わること。

磁石も電磁石も鉄を引き付けることと先の
方が引き付ける力が強いことが同じだな。
でも、電池や導線があるところは違うな。

比較して、共通点や差異点から問題を見いだす

【小4】電流の向きを反対にする
とプロペラが反対向きに回ったな。

【小4】電流が大きくなるとプロ
ペラの回る速さが速くなったな。

電流を大きくしたら、電磁石の
強さも大きくなると思う。

電流の向きを反対にしたら、電磁
石のS極とN極が反対になると思う。

既習事項と関係付けて予想を立てる

量的・関係的な視点で予想を立て、実験方法を考える

比べるときは、調べる条件の電
流の大きさの１つだけを変えて
それ以外はそろえるから…

変える条件は… 電流の大きさ

変えない条件は… コイルの巻き数
くぎの太さ

条件を制御して計画を立てる

□が変化したら、〇はどうなる
かを問いかけ量的・関係的な視
点で予想させる。

電磁石の強さを変化させる
要因は…
電流の大きさ くぎの太さ
コイルの巻き数

電磁石の強さの変化をどうやっ
て見るかを問いかけ、引き付け
るくぎの数（量的な視点）で調
べられることに気付かせる。

「見方・考え方」を豊かにする
ポイントの例

単元構想例

児童が「見方・考え方」を働かせている姿の例

小３「磁石の性質「電気の通り道」→
小４「電流の働き」→
→小６「電気の利用」
→中２「電流とその利用」 １０



・虫めがねを紙から遠ざけていくと、光の集まる部分は小さくなって、
明るくなっていくな。温度も上がっていく気がする。

（量的・関係的）

小５ 「振り子の運動」 全９時間

結果をどのように表すとよいかを問いかけ、表やドットプ
ロットで表すと規則性が読みやすくなることに気付かせる。

【単元で身に付けさせたいこと】
・振り子が１往復する時間は、おもりの重さなどによっては変わらないが、振り子の
長さによって変わること。

振り子の長さ、おもりの重さ、振れ幅

振り子の１往復する時間に関係する要因

【単元の課題】振り子の１往復する時間
は、何によって変わるのだろうか。

【問題】振り子の長さを変えると、振り
子が１往復する時間はどうなるのだろう
か。

【問題】おもりの重さを変えると、振り
子が1往復する時間はどうなるのだろうか。

【問題】振れ幅を変えると、振り子が１
往復する時間はどうなるのだろうか。

振り子の１往復する時間は、振り子の
長さによって変わる。振り子の長さが長
いほど、１往復する時間が長くなる。
振り子の１往復する時間は、おもりの

重さや振れ幅によっては変わらない。

【めあて】メトロノームをつくって音楽
に合った速さにしてみよう。

【活動例】１秒振り子を作ってみよう。

【活動例】振り子の長さを長くして時間
を計ってみよう。

【問題】振り子の１往復する時間が何に
よって変わるかを調べるにはどうしたら
よいか。

・生活経験や体験と関係付けて
予想を立てる

「おもりの重さによって変わると思う。」

変えない条件
振り子の長さ、振れ幅

変える条件
おもりの重さ

条件御する視点で実験の計画を立てる
変化を制させる条件は１つだけで、他の条件はそろえる

いろいろなおもりの振り子を
作って比較させたり、ブラン
コに乗った経験を思い出させ
たりして、ふりこの１往復す
る時間に関係する要因を考え
られるようにする。長さ、重
さ角度を量として着目させる。

ブランコでは、
子供より大人
の方が速い気
がするな。

友達の振り子
と速さが違う
のはおもりが
違うから？

調べたい条件を明確にさせ、
変える条件、変えない条件を
キーワードにして条件を整理
させる。

条件がそろっているかどうか
問いかけることで、振り子を
見る位置やおもりの付け方な
どの細かい条件までそろえる
ことに気付けるようにする。

・予想と違って、おもりの重さが変わっても
１往復する時間は変わらなかった。

・予想どおり、ふりこの長さが長くなると
１往復する時間が長くなった。

・変化の仕方、様子を量として見る

量的・関係的な視点で結果をまとめ考察する

１つの値を変化させたとき、もう１つの値はどうなったか

単元構想例

児童が「見方・考え方」を働かせている姿の例

主として働かせたい「見方・考え方」
「量的・関係的な視点」「条件を制御する」

「見方・考え方」を豊かにする
ポイントの例

1往復する時間を正確に調べ
るためにはどうしらよいかを
問いかけたり、１０往復した
時間から求めたり、複数回行
うことの必要性に気付けるよ
うにする。

小３「風とゴムの力のはたらき」→
→小６「てこの性質」
→中１「力の働き」
→中３「運動とエネルギー」

１１

おもりの付け方は、どちら
の付け方でも同じかな？

振り子の長さが
変わらない付け
方にしないとい
けないな。



・虫めがねを紙から遠ざけていくと、光の集まる部分は小さくなって、
明るくなっていくな。温度も上がっていく気がする。

（量的・関係的）

【単元の課題】私たちは電気をどのよう
につくり、どのように利用しているのだ
ろうか。

小６ 「電気の利用」全10時間

【問題】手回し発電機の大きさや向きを変
えるにはどのようにすればよいのだろうか。

【問題】光電池の電流の大きさを変えるに
はどのようにすればよいのだろうか。

【問題】豆電球と発光ダイオードでは使う
電気の量にどのような違いがあるのだろう
か。

私たちは、発電機や電池でつくられた電気
製品で光や音、熱、運動に変えて利用して
いる。電気はコンデンサーや充電池にため
て使うことができる。また、電気をあまり
使わない製品やセンサーを使って電気を効
率よく使う工夫をしてるいる。

電流の大きさと手回し発電機の
を回す速さや向きと関係付けら
れるようにする。

【めあて】センサーを使ってプログラミ
ングをして、おもちゃを作ってみよう。

日常生活と学習内容を関係付け
られるように、電気を使ってい
る場面や発電のしくみなどの例
を取り上げる。

【単元で身に付けさせたいこと】
・電気は、つくりだしたり蓄えたりすることができること。
・電気は、光，音，熱，運動などに変換することができること。
・身の回りには、電気の性質や働きを利用した道具があること。

【小4】乾電池を直列に増やすと電流が大きくなったな。
乾電池の向きを変えると電流の向きも変わったな。

・既習事項と関係付けながら、

量的・関係的な視点で問題を見いだす

量的・関係的な視点で実験方法を考え、考察する

コンデンサーにためる電気の量
を同じにするためにはどうした
らよいかを問いかけ、ハンドル
を回す回数やかかる時間（量的
な視点）をそろえることの必要
性に気付かせる。

予想を確かめることができたか
や、他の班の結果がどうなった
かを問いかけ、多面的に考えら
れる場をつくる。

【問題】電気を何に変えて利用しているの
だろうか。

【問題】人が来たときだけ、明かりがつい
たり、動いたりする電気製品はどのような
仕組みなっているのだろうか。

ハンドルを回す速さ
と電流の大きさの関
係がありそうだな。

コンデンサーにためる
電気の量を同じにしな
いと比べられないね。

条件を制御する視点
で計画を立てる【小５】

発光ダイオードの方が豆電球より長い時間光っ
ていたから、予想通り、発光ダイオードの方が
使う電気の量が少ないことが分かるな。

掃除機は電気を運動
と音に変えているな。

ＩＣＴ端末でそれぞれが電気
を利用している場面を見付け、
光、音、熱、運動の様々な働
きに気付けるように、分類し
たり、発問したりする。

単元構想例

児童が「見方・考え方」を働かせている姿の例

主として働かせたい「見方・考え方」
「量的・関係的な視点」「多面的に考える」

「見方・考え方」を豊かにする
ポイントの例

手回し発電機でつくった電気は乾電池の電気と同じかな？
ハンドルの回し方を変えたら、大きさや向きが変わると思
うな。前に使った豆電球やプロペラで確かめられそうだな。

小３「磁石の性質「電気の通り道」→
小４「電流の働き」→
→小６「電気の利用」
→中２「電流とその利用」

１２

電気の利用の仕方について多面的に考える

タブレットで家の電気
製品を撮り、クラスで
共有して考える。

ドライヤーは熱だけ
でなく、音や運動に
も変えているんだな。



・虫めがねを紙から遠ざけていくと、光の集まる部分は小さくなって、
明るくなっていくな。温度も上がっていく気がする。

（量的・関係的）

【単元の課題】てこをどのように使うと小
さな力で物を動かせるのだろうか。

小６ 「てこの規則性」 全10時間

【問題】力点や作用点の位置を変えたとき、
手ごたえはどのようになるのだろうか。

【めあて】つり合いを利用したおもちゃ
（モビール）を作ってみよう。

【問題】実験用てこのうでが水平になって
つり合うのはどのようなときなのかを調べ
るにはどうしたらよいか。

同じ力（重さ）では、支点からの距離が
長いほど、うでを傾ける働きが大きくな
るので、作用点は支点に近づけ、力点は
支点から遠ざけると小さな力で物を動か
すことができる。

【めあて】はさみ、ペンチ、植木ばさみ
の形の違いを学習したことをもとに説明
してみよう。

一人一人が問題を見いだし、予
想が立てられるように、全員が
てこを体験する場を設定する。
支点や力点を変えた時を比べさ
せ、どう感じたのかを問いかけ
る。

【活動例】さすまたのU字部分をつかまれ
てしまうと押し返されてしまうのはなぜか。

【単元で身に付けさせたいこと】
・力を加える位置や力の大きさを変えると、てこを傾ける働きが変わり、てこがつ
り合うときにはそれらの間に規則性があること。

・身の回りには、てこの規則性を利用した道具があること。

力を加える位置（力点）や棒を支える位置
（支点）を変えると手ごたえが違うな。

比較して問題を見いだし、

量的・関係的な視点で予想を立て、
実験方法を考える

てこの体験を予想に生かせるよ
うにする。また、てこの体験と
実験用てこを関係付けてから実
験を行う。

【問題】実験用てこのうでが水平になって
つり合うのはどのようなときなのだろうか。

【問題】てこの働きを利用した道具には、
どのようなものがあるのだろうか。

支点から力点までの距離を長くするほど小さな力ですむな。
支点から作用点までの距離を短くするほど小さな力ですむな。

支点からの距離と手ごたえの関係を調べる

・押す力とおもりが同じ働きをすることを

関係付けて、手ごたえを量として表す

人によって手ごたえが違うこと
から、誰にでも分かるように表
せないか問いかけ、力の大きさ
を、おもりの重さ（量的視点）
で表せばよいことに気付かせる。

変えない条件
左うで

支点からのきょり
おもりの重さ

変える条件
右うで

支点からのきょり
おもりの重さ

・条件を制御して、実験の計画を立てる

 

 左うで 右うで 

目盛りの数 ６ １ ２ ３ ４ ５ ６ 

重さ（ｇ） １０ ６０ ３０ ２０ × × １０ 

目盛りの数と重さをかける
と、全部60になるな。班
によってかけた数は違うな。

どの班も、目盛りの数が２倍、
３倍になると、重さは１/２、
１/３になっているな。

多面的に考え考察する
予想と比べたり、他の班の結果を見て考える

いろいろな値を設定して実験
を行う。

見付けた決まりを基に、他のつ
り合う組み合わせを見付け、全
体で共有することで多面的に考
えられるようにする。

単元構想例

児童が「見方・考え方」を働かせている姿の例

主として働かせたい「見方・考え方」
「量的・関係的な視点」「多面的に考える」「条件を制御する」

「見方・考え方」を豊かにする
ポイントの例

小３「風とゴムの力のはたらき」→
小５「てこの性質」→
→中１「力の働き」
→中３「運動とエネルギー」 １３

シーソーに乗ったときの体験を
思い出させて、つり合うには、
支点から距離が関係しているこ
とに気付けるようにする。



・虫めがねを紙から遠ざけていくと、光の集まる部分は小さくなって、
明るくなっていくな。温度も上がっていく気がする。

（量的・関係的）

【単元の課題】物が見えることと、光には
どのような関係があるのだろうか。

中１ 身近な物理現象「光の性質」全９時間

【課題】物が見えるとき、光はどのよう
に進んでくるのだろうか。

【課題】鏡に当たった光は、どのように
進むのだろうか。

【課題】ガラスを通して見た鉛筆がずれ
て見えるのはなぜだろうか。

光が目に届くことによってものが見える。
鏡で反射したり、水やガラス、レンズで屈
折したりするときは、もとあった場所と違
う場所に見えたり、逆さまに見えたりする。
太陽光は虹色の光が合わさっていて、屈折
や反射で分かれて色が付いて見える。

一人一人が問題を見いだせるよう
に、水レンズを体験したり、光に
よる身近な現象を提示して意見交
換したりする場を設定する。

【めあて】全身を映すのには、どのくら
いの長さの鏡が必要なのだろうか。

【単元で身に付けさせたいこと】
・光が水やガラスなどの物質の境界面で反射、屈折するときの規則性を見いだす
こと。
・凸レンズの働きについて、物体の位置と像のでき方との関係を見いだすこと。

・光の進み方と物体や像の見え方が

どのような関係になっているか考察する

光の道筋を矢印で表す活動を十分
に行い、光の進み方を示しながら、
規則性やもの見え方が考えられる
ようにする。

【課題】光が物体を通るとき、光の進み
方にはどのような決まりがあるか。

【課題】凸レンズにはどのような性質が
あるのだろうか。

関係的な視点で課題を設定する

・光の道筋と光線の矢印（モデル）を関係付ける

反射の実験では、いろいろな入射
角で光を当てる実験を行い、入射
角と反射角を記録して角度を測っ
たり、重ねたりして大きさの関係
を多面的に考察できるようにする。

水が入ったフラスコをのぞくと反対側
の景色が逆さまに見えて不思議だな。

【課題】凸レンズに物体を近づけたとき、
像のできる位置や像の大きさと向きはど
のようになるうのだろうか。

【課題】太陽の光と虹の色には、どのよ
うな関係があるのだろうか。

自然の事物・現象に関わり題を見いだす

中に入っている棒が折れ曲がっている
ように見えるな。

「物の見え方は何に関係しているのだろうか。」

目に入ってきた光の延長線上
に物が見えるんだな。

量的・関係的な視点で考察する

１つの値を変化させたとき、もう１つの値はどうなったか。

入射角を大きくしていくと、屈折角は小さく
なっていくな。

凸レンズに物体を近づけていくと、スクリー
ンは凸レンズから離れていくな。

屈折や凸レンズの実験では、２量
（入射角と屈折角、レンズと物体
の距離とレンズとスクリーンの距
離）の関係を定性的に捉えられる
ように、複数の角度や長さで実験
を行い、２量の変化が連続的に分
かるように、表や図、ＩＣＴ端末
で可視し分かりやすいようにする。

カメラや眼鏡などの仕組みを光
の性質を用いて説明させる活動
を行う。

生徒が「見方・考え方」を働かせている姿の例

主として働かせたい「見方・考え方」
「量的・関係的な視点」「多面的に考える」「関係付ける」

「見方・考え方」を
豊かにするポイントの例

小４「光の性質」→

単元構想例

１４



・虫めがねを紙から遠ざけていくと、光の集まる部分は小さくなって、
明るくなっていくな。温度も上がっていく気がする。

（量的・関係的）

【単元の課題】オーケストラの秘密を音
の性質から調べよう。

中１ 身近な物理現象「音の性質」全５時間

【課題】音源から出た音は、どのように伝
わっていくのだろうか。

【課題】雷や花火で光ったあとに音が聞こ
えてくるのはなぜだろうか。

弦の長さが短いほど高く、長いほど低い
音を出すことができるので身長よりも高
いコントラバスなど様々な大きさの楽器
がある。同じ高さでも音の波形が違うと
音の音色が違うので、たくさんの種類の
楽器で演奏している。音は波のように伝
わり、音源からの距離によって届く時間
が変わるので、ずれないように指揮者に
合わせている。音は反射するので、コン
サートホールはよく響くように設計され
ている。

一人一人が問題を見いだせるよ
うに、身近な楽器を演奏させた
り、オーケストラの演奏の動画
を見せたりしながら、意見交換
をすることで単元の課題を設定
する。

【活動例】音の速さを実際に調べてみよう。

【単元で身に付けさせたいこと】
・音はものが振動することによって生じ、空気中などを伝わること。
・音の高さや大きさは発音体の振動の仕方に関係すること。

調べたい条件を明確にさせ、変
える条件、変えない条件をキー
ワードにして条件を整理させる。

【課題】弦楽器で大きな音や高い音を出す
ためにはどのようにすればよいのだろうか。

【課題】音の大きさや高さは、振動数や
振幅とどのような関係があるのだろうか。

量的・関係的な視点で仮説を立てる

量的・関係的な視点で考察する
振幅、振動数という表し方を知り、実験と関係付けて考える

小３の学習を思い出し、振動の
仕方を感覚ではなく、振幅や振
動数を用いることで、量で表せ
ることに気付かせる。

タブレットのアプリなどを活用
して、いろいろな音の波形を調
べ、振幅と波の高さ、振動すと
波の数を関係付けられるように
する。

【めあて】高い音や低い音が出せる楽器
を作ってみよう。

弦の長さ、弦の太さ、

弦をはじく強さ、弦をはる強さ

音の大きさや高さに関係する要因

「弦を長くすると音は低くなると思う」

変えない条件
弦の太さ、はじく強さ、張る強さ

変える条件
弦の長さ

条件を制御する視点で実験の計画を立てる
変化させる条件は１つだけで、他の条件はそろえる

ギターの弦の
太さは違って
いたから関係
あるかな。

大きな楽器ほど音が
低いから、弦が長い
と低いと思うな。

【小３】音が大きいときは、ふるえ方も大きい。
ふるえ方の違いを

手の感覚やビーズの数で表した。

【中１】振幅が大きいほど、音は大きい
振動数が大きいほど、音は高い

振動の振れ幅：振幅 音の波形の波の高さ
振動する速さ：振動数 音の波形の波の数

振動数を大きくするに
は、弦を短くする、弦
を強く張る、弦を細く
する方法があるね。

条件がそろっているかどうか問
いかけることで、弦をはじく人、
弦のはじく場所などの細かい条
件までそろえることに気付ける
ようにする。

生徒が「見方・考え方」を働かせている姿の例

主として働かせたい「見方・考え方」
「量的・関係的な視点」「多面的に考える」「関係付ける」

「見方・考え方」を
豊かにするポイントの例

小４「音の性質」→

単元構想例

１５



・虫めがねを紙から遠ざけていくと、光の集まる部分は小さくなって、
明るくなっていくな。温度も上がっていく気がする。

（量的・関係的）

【単元の課題】目に見えない力は、私た
ちの生活のどのような場所でどのように
働いて関わっているのだろうか。

中１ 身近な物理現象「力の働き」全７時間

【課題】力にはどのような働きがあり、
どのような種類があるのだろうか。

【課題】物体に加わる力は、どのように
表せばよいのだろうか。

地球上では必ず、重力が働いていて、そ
の大きさは質量が大きいほど大きい。地
球上で物体が止まっているということは、
垂直抗力など重力とつり合う力が働いて
いる。摩擦力があることで歩いたり、ブ
レーキをかけたりすることができる。ま
た、磁力や弾性力を使った道具を利用し
ている。ばねばかりは、ばねに加える力
にばねの伸びが比例することを利用した
道具である。

力を分類する場面では、一人
一人が見付けた力やはたらき
をＩＣＴ端末を利用して共有
し、多面的に考えることがで
きるようにする。

【めあて】身の回りで働いている力を
見付けて説明してみよう。

【単元で身に付けさせたいこと】
・物体に力が働くと、物体が変形したり動き始めたり、運動の様子が変わること。
・力は大きさと向きによって表されること。また、物体に働く２力がつり合う条件。

ばねに加える力とばねの伸び
の関係を調べるということを
しっかりと把握させ、変化さ
せ る 量、 変 化し た量を キ ー
ワードとして提示していく。

【課題】ばねに加わる力の大きさとばね
の伸びは、どのような関係があるのだろ
うか。

【課題】物体に２つの力が加わっていて
も物体が動かないとき、２力の向きや大
きさには、どのような関係があるのだろ
うか。

結果をどのように表すといい
かを考えさせ、数学での学習
を思い出させながら、表やグ
ラフが準備できるようにする。

いろいろな種類のばねを用意
して実験を行い、各班の結果
から、多面的に考察できるよ
うにする。

【めあて】重力と質量はどのように違う
のだろうか。

量的・関係的な視点を働かせて探究する

【課題】ばねに加わる力の大きさとばねの伸びは、
どのような関係があるのだろうか。

結果は表やグラフを使って表
すと分かりやすそうだな。

変化する量
ばねの伸び[ｃｍ]

変化させる量
力の大きさ[N]

「加える力を大きくすると、ばねの伸びは長くなると思う。」

変化させる量
力の大きさ[N]

変
化
し
た
量

ば
ね
の
伸
び[

㎝]

多面的に考えて実験や考察を行う

ばねの種類が違うとどうなるのかな。
種類の違うばねでも実験した方が正確に調べられるな。

生徒が「見方・考え方」を働かせている姿の例

主として働かせたい「見方・考え方」
「量的・関係的な視点」「多面的に見る」「関係付ける」

「見方・考え方」を
豊かにするポイントの例

小４「風とゴムの力の働き」→
小６「てこの規則性」→
→中３「力のつり合いと合成・分解」

量的・関係的視点を働かせて
実験を行い結果をまとめる

単元構想例

自分たちで変化させることが
できるのは力の大きさだな。

他の班の結果はどうなったかな。自分たち
の班と同じことが言えるかな。

１６



【単元の課題】電気を安全に大切に使うために
はどうしたらよいか。

中２ 電流とその利用「電流と回路」全１２時間

【課題】乾電池で豆電球を点灯するとき、回路
のそれぞれの部分の電流の大きさはどうなって
いるのだろうか。

【課題】豆電球の直列回路と並列回路では、流
れる電流の大きさにどのような決まりがあるの
だろうか。

【課題】乾電池の数によって、豆電球の明るさ
やモーターの回り方が変わるのはなぜだろうか。

電気を大切に電力量を減らすためには、回路における電流や電圧の仕組みを理
解しておくことが大切だ。など電力の少ない電気製品を使ったり、使う時間を
少なくすることが大例えば、LED照明切。また、安全に使うためには、大きな
電流が流れ込まないようにたこ足配線にしないことなどが大切だと分かった。

【めあて】電気を安全に大切に使いながら、イル
ミネーションの飾り付けをする方法を考えよう。

【課題】乾電池で豆電球を２個点灯するとき、
直列回路と並列回路では、各部分に加わる電圧
にどのようなちがいがあるのだろうか。

【課題】電熱線に加わる電圧と電流の間にはど
のような関係があるのだろうか。

【課題】抵抗を２個つないだ回路では、全体の
抵抗の大きさはどのようになるのだろうか。

【課題】電熱線のはたらきは、電力や電流を流
す時間とどのように関係しているのだろうか。

【探究活動例】温かいご飯を食べるために炊飯器
の保温機能と電子レンジではどちらが省エネか。

【単元で身に付けさせたいこと】
・直列回路や並列回路の各点を流れる電流や加わる電圧についての規則性。
・金属線に加わる電圧と電流の関係、また、金属線には抵抗があること。
・電流によって熱や光などが取り出せること、電力の違いによって、発生する熱
熱や光などの量に違いがあること。

変化する量
電流[A]

変化させる量
電圧[V]

「電熱線に加える電圧が２倍、３倍…になると、

流れる電流も２倍、３倍…になると思う。」

量的・関係的な視点を働かせて予想を立て、解決の方法を考える

電子レンジで温めるとき、ワット数が
大きい方が早く温めることができるな。
温める物の量で時間を変えているな。

・電力が大きくなると、発熱量も大きくなると思う。
・使う時間が長くなると、発熱量も大きくなると思う。

量的・関係的な視点を働かせて予想を立て、解決の方法を考える

「電熱線の電力が大きいほど、発熱量も多くなると思う。」

変化させる量
電力[Ｗ]

変化する量
発熱量[Ｊ]

変えない条件
はかる時間[秒]、水の量

電圧や電流、電力を量として捉
えられるよう、「どのくらい変
化すると思う？」と発問をする。

電気に関係する量を表す単位に
気付いたり、回路に興味をもっ
たりして、問題を見いだせるよ
う、電気を利用している場面を
取り上げたり、調べたりする。

１つの値を変化させると、もう
一方の値も伴って変化するとい
う見方ができるよう、中１のば
ねの実験を提示する。

実験を行うときや、グラフをか
く際に、「変化させる量」「変
化する量」というキーワードを
提示して、伴って変わることを
意識できるようにする。

生徒が「見方・考え方」を働かせている姿の例

主として働かせたい「見方・考え方」
「量的・関係的な視点」「比較する」「関係付ける」

「見方・考え方」を
豊かにするポイントの例

小３「電気の通り道」→
小４「電流のはたらき」→
小５「電流がつくる磁界」→
小６「電気の利用」→

多面的に考えられるよう、複数
種類の抵抗や電熱線を使う。

単元構想例

１７



ｔｒｔ

【単元の課題】手回し発電機を互いにつな
ぎ合わせて、ハンドルを回すともう片方も
回るのはなぜなのだろうか。

中２ 電流とその利用「電流と磁界」全９時間

【課題】磁石や電磁石の回りには、どのよ
うに磁力が働いているのだろうか。

【課題】コイルの回りには、どのような磁
界ができるのだろうか。

【課題】磁界の中のコイルが受ける力の向
きや大きさを変えるにはどのようにすれば
よいのだろうか。

【めあて】非接触型ICカードの仕組みを
説明してみよう。

【課題】モーターが回転し続けるのは、ど
のような仕組みだからなのだろうか。

【課題】誘導電流の大きさや向きは、何に
よって変わるのだろうか。

【課題】直流と交流にはどのような違いが
あるのだろうか。

【単元で身に付けさせたいこと】
・磁界を磁力線で表すこと、コイルの回りに磁界ができること。
・磁界の中のコイルに電流を流すと力が働くこと。
・コイルや磁石を動かすことにより電流が得ること。直流と交流の違いを理解する
こと。 一人一人が問題を見いだせる

ようにモーターを実際に分解
したものを見せたり、手回し
発電機を使った体験を全員が
できるようにしたりする。

予想の理由を問いかけ、学ん
できたことと関係付けて予想
できるようにする。必要に応
じて、既習事項の教科書を提
示して思い出せるようにする。

調べたい条件を明確にさせ、
変える条件、変えない条件を
キーワードにして条件を整理
させる。

実験を行い結果をまとめる際、
どの２量の関係を調べている
のかを明確にできるように、
「変化させる量」「変化する
量」を意識した表でまとめる。

【小５】電流の向きを反対にしたら、
電磁石のS極とN極が反対になったな。

【小５】電流を大きくしたら、
電磁石の強さも大きくなったな。

電流の大きさを大きくしたら、磁界
から受ける力も大きくなると思う。

電流の向きを変えたら、磁界から受
ける力の向きは反対になると思う。

既習事項と関係付けて予想を立てる

量的・関係的な視点で予想を立て、実験方法を考える

手回し発電機の中にはモーターがある。回
転軸の回りには、コイルがあり、その回り
には磁石がある。磁石がコイルの中で動く
と、電磁誘導によって、誘導電流が流れる。
もう一方の手回し発電機のコイルに電流が
流れると、磁界から力を受けるので、ハン
ドルが回る。

磁石の強さ、動かす速さ、コイルの巻き数

誘導電流の大きさを変える条件

「磁石を強くすれば、電流の大きさも大きくなると思う。」

変えない条件
動かす速さ、コイルの巻き数

変える条件
磁石の強さ

変える条件を１つだけにし
ないと、どの条件と関係し
ているか分からないな。

変化させる量と
変化する量が分
かるように表に
まとめると分か
りやすいな。

条件を制御する視点で実験の計画を立てる
変化させる条件は１つだけで、他の条件はそろえる

変化させた量・変化した量を意識して結果を
まとめる

生徒が「見方・考え方」を働かせている姿の例

主として働かせたい「見方・考え方」
「量的・関係的な視点」「比較する」「関係付ける」

「見方・考え方」を
豊かにするポイントの例

小３「電気の通り道」→
小４「電流のはたらき」→
小５「電流がつくる磁界」→
小６「電気の利用」→

単元構想例

１８

磁界を鉄粉を使って観察する
際、電流の大きさと磁界の強
さの関係を捉えさせる。



【単元の課題】回路を流れる電気と静電気
は同じものなのだろうか。

中２ 電流とその利用「電流の正体」全５時間

【課題】静電気が起こったとき、物体の間
にはどのような力が働くのだろうか。

【課題】静電気と回路を流れる電気は同じ
ものなのだろうか。

【課題】電流の正体はどのようなものなの
だろうか。

電気には＋の電気と－の電気の２種類があ
り、－の電気を帯びた小さな粒子を電子と
いう。金属などでは、電圧をかけたときに、
電子が－極から＋極に移動していて、この
流れが電流である。静電気のように摩擦で
移動した電子が放電して電流が流れること
もある。回路を流れる電気も静電気も－の
電気で同じである。

【めあて】身近にある放射線の利用につい
て調べ、説明しよう。

【課題】放射線にはどのような性質があり、
どのように利用されているのだろうか。

【単元で身に付けさせたいこと】
・異なる物質同士をこすり合わせると静電気が起こり、帯電した物体間では空間を
隔てて力が働くこと。静電気と電流には関係があること。

静電気によって、物体どうし
が引き付け合ったり、退け
合ったりした現象を、粒子モ
デルを使って説明させること
で、電流と電子、静電気と電
流を関係付けて捉えることが
できるようにする。

静電気で蛍光灯を点灯させた
り、電子のモデルで考えたり
させることで、どちらの現象
も、電子が移動しているとい
う共通点に気付き、回路を流
れる電流も静電気も同じ電子
の流れだと気付けるようにす
る。

質的・実体的な視点で考える

静電気を粒子のモデルで考える

静電気で髪の毛や服が
くっついたり、ビリビ
リするのは、電気が関
係していそうだな。

電気を帯びた粒で考え
て説明してみよう。

－

＋
－

－

－

＋

＋

＋

＋ －

＋ －

＋

－
＋

－

＋ －

＋ ＋

－－

－

－

－

－

＋ ー
電流の流れを電子で考えると、
電気の力の性質から考えて、
電子は電池の＋極へ移動して
いると分かるな。

－

－

静電気も電子が移動して
いるから、回路を流れる
電流と同じなんだな。

生徒が「見方・考え方」を働かせている姿の例

主として働かせたい「見方・考え方」
「量的・関係的な視点」「質的・実体的な視点」「関係付ける」

「見方・考え方」を
豊かにするポイントの例

小３「電気の通り道」→
小４「電流のはたらき」→
小５「電流がつくる磁界」→
小６「電気の利用」→

単元構想例

１９

【活動例】雷のしくみを電気の粒のモデル
を使って説明してみよう。

放射線について、人体に影響
のある量や、放射線の影響を
表す単位などについて正しい
知識を得られるようにする。



【単元の課題】２人で力を加えて物を運ぶと
き、どのようにすれば楽に運べるだろうか。

中３ 運動とエネルギー「力の合成と分解」全６時間

【課題】物体に向きが同じ２つの力を加え
ると、力の大きさや向きはどのようになる
のだろうか。

【課題】向きがちがう２力の合力の大きさ
や向きはどのようになるのだろうか。

【課題】１つの力を２つに分けた場合、そ
れぞれの力の大きさや向きはどのようにな
るのだろうか。

【めあて】次のことを力の分解を使って説
明してみよう。
①ロープウェーのロープがわざとたるみが
できるように調整されていること。
②つり橋には、高い棟から橋桁に、多数の
ケーブルが斜めにのびていること。

【課題】物を運ぶとき、急な斜面の方が大
きな力が必要になるのはなぜか。

【単元で身に付けさせたいこと】
・力のつり合い、合成・分解について、合力や分力の規則性を理解すること。

一人一人が問題を見いだし、
日常生活と関係付けて課題が
設定できるよう、実際に物を
２人で運ぶ体験をさせ、いろ
いろな方法を試させる。

物を2人で運ぶ体験から、
「変化させる量」「変化する
量」をキーワードにして、予
想を立てさせる。

結果の表し方を考えさせるこ
とで、表で数値まとめるだけ
ではなく、力の大きさを矢印
で表すことで、角度と引く力
の関係を見いだしやすくなる
ことに気付かせる。

ＩＣＴ端末を活用して日常生
活の中で力の分解の原理が利
用されている場面を見付け、
写真や図に力の矢印を書いて
説明できるようにする。

量的・関係的な視点で予想を立て、
実験方法を考える

物を楽に運ぶためには、２人で同じ向きに
力を加えると楽に運ぶことができる。その
時、２つの力が一直線上にあるときが一番
楽に運べる。２つの力の角度が小さくなっ
ていくほど、必要な力は小さくなっていく。

２人で運んだ方
が１人のときよ
りも、楽に運ぶ
ことができたな。

量的・関係的な視点で実験の結果の表し方を考える

ロープの角度を変えると、必要
な力の大きさが変わったな。

「２つの力の角度を大きくすると、

引く力は大きくなると思う。」

変化させる量
２つの力の角度

変化する量
引く力

２つの力の合力は、２つの
力の大きさを足したものに
はなっていないね。

６０度 １２０度

力A 3.5N ５N

力B 3.5N ５N

力F ５N ５N

力を矢印を使って表して、結果を
作図してみると比較しやすいし、
規則性が見付かりそうだな。

角度が大きくなるにつれて、
引く力が大きくなっているな。

生徒が「見方・考え方」を働かせている姿の例

主として働かせたい「見方・考え方」
「量的・関係的な視点」「多面的に考える」「比較する」

「見方・考え方」を
豊かにするポイントの例

小３「風とゴムの力の働き」→
小６「てこの規則性」→
中１「力の働き」→

単元構想例

予想や結果、友達の意見と比べて多面的に考える

２０F F

A
A

B
B



【単元の課題】水中で浮く物体と沈む物
体に働く力にはどのような違いがあるの
だろうか。

中３ 運動とエネルギー「水中の物体に加わる力」全４時間

【課題】水中の物体に加わわる浮力の大
きさは何と関係しているのだろうか。

【めあて】浮力と水圧の関係を説明して
みよう。

【単元で身に付けさせたいこと】
・水圧について、水の重さと関係付けて理解すること。
・水中にある物体には、浮力が働くこと。

一人一人が問題を見いだし、
日常生活と関係付けて課題が
設定できるよう、水に浮く物
体と沈む物体を見せ比較させ
る。

沈める深さの段階を「浅い」
「真ん中」「深い」と細かく
分け、多面的に考えられるよ
うにする。

「変化させる量」「変化する
量」をキーワードとして、条
件を整理し、実験の方法や分
かりやすい結果のまとめ方を
考えさせる。

水圧の大きさと深さの関係を
見いだせるように、手にビニ
ル袋を被せて水の中に手を入
れたり、傘用のビニル袋に水
を入れていろいろな高さに穴
を開けて観察する。

水圧は物体のあらゆる向きに働いていて、
深いところほど大きい。物体の左右には
たらく水圧は反対向きにはたらくので打
ち消し合う。底面が受ける力は水圧は上
面よりも大きくなるのでその差が浮力に
なる。水中にあるすべての物体は浮力は
働いているが、浮力よりも重力が大きい
と沈み、小さければ浮く。

プールで泳いだとき、底の
方へなかなか潜れなかった
から、深い所ほど浮力が大
きいきがするな。

多面的に考えながら、探究の過程を振り返る

おいしいトマトは水に浮
かぶと聞いたことがある
けれど、同じトマトでも
浮いたり沈んだりするの
のはどうしてだろう。

【課題】水中の物体にはどのように圧力
が働いているのだろうか。

物体の質量、物体の体積、沈める深さ

浮力の大きさを変える条件

「物体の体積が大きくなると、浮力は大きくなると思う。」

変化させる量
物体の体積[㎤]

変化する量
浮力[N]]

変えない条件
物体の質量[ｇ]

量的・関係的な視点で
予想・仮説を立て、
実験方法を考える

浮力

重力

・自分の予想と比べてみる。
・他の班の結果や考察と比べてみる。
・数値だけでなく力のの矢印で表し考え

てみる。
・身近な現象に当てはめてみる。

主として働かせたい「見方・考え方」
「量的・関係的な視点」「多面的に考える」「比較する」

生徒が「見方・考え方」を働かせている姿の例

「見方・考え方」を
豊かにするポイントの例

単元構想例

小３「風とゴムの力の働き」→
小６「てこの規則性」→
中１「力の働き」→

【探究活動例】川や海でおぼれたときに
は、両手を挙げて助けを呼んではいけな
いのはなぜだろうか。

２１

浮く

沈む

大

小

大

小

力の合成で学習したように
水が物体を押す力を矢印で
表して合力を求めると、そ
れが浮力なんだね。



【単元の課題】物体に働く力と運動のよう
すにはどのような関係があるのだろうか。

中３ 運動とエネルギー「物体の運動」全９時間

【課題】物体の運動のようすは、どのよう
に表せばよいか。

【めあて】身の回りにある物体の運動のよ
うすを、働く力を使って説明してみよう。

【単元で身に付けさせたいこと】
・運動には速さと向きがあること。
・力が働く運動では運動の向きや時間の経過に伴って物体の速さが変化すること。
力が働かない運動では等速直線運動をすること。

・斜面の角度が９０度になったときに自由落下になること。
・作用・反作用の働きについて知ること。

一人一人が身近な現象と関係
付けて問題を見いだせるよう
に、日常生活の場面を思い出
させたり、取り上げて意見交
流をさせたりする。

「変化させる量」「変化する
量」をキーワードにして、実
験計画を立てさせる。

〇が変化したら、△はどうな
ると思うかを問いかけ、２量
の変化に着目した仮説が立て
られるようにする。

２量の変化の様子をどのよう
に表すとよいかを考えさせ、
表やグラフで表すよさを確認
する。

運動の向きに一定の大きさの力がはたらき
続けると、速さは時間とともに一定の割合
で増す。運動の向きに力が働いていなかっ
たり、合力が０のときは、等速直線運動を
続ける。

【課題】記録タイマーの打点の間隔と運動
の速さは、どのような関係があるのだろう
か。

【課題】運動の向きに力を受けていない物
体は、どのような運動をするのだろうか。

【課題】斜面を下る物体にはどのような力
が働いているのだろうか。

【課題】運動の向きに力を受け続けている
物体は、どのような運動をするのだろうか。

【課題】力の向きと運動の変化のようすに
は、どのような関係があるのだろうか。

【課題】物体に力を加えると、物体の間で
どのような力が働くのだろうか。

主として働かせたい「見方・考え方」
「量的・関係的な視点」「多面的に考える」「比較する」

「見方・考え方」を
豊かにするポイントの例

生徒が「見方・考え方」を働かせている姿の例

坂道が急な方が自転車
のスピードが出たな。

単元構想例

坂道を自転車で下っている
とだんだん速くなったな。

生活経験や身近な現象と関係付けて問題を見いだす

・斜面ではどのような力
が働いているのかな？

・斜面で、速さはどのよ
うに変わるのかな？

量的・関係的な視点で予想・仮説を立て、実験方法を考える

・働く力が大きくなるほど、速さも大きくなると思う。
・時間が経つほど、速くなると思う。

【課題】運動の向きに力を受け続けている
物体は、どのような運動をするのだろうか。

「時間が経つほど、速くなるだろう。」

変化させる量
時間[ｓ]

変化する量
速さ[ｍ／ｓ]

変えない条件
力の大きさ[N]

量的・関係的な視点で結果を表す

記録タイマーの結果を基に、表に表したり、グラフ
に表すと２つの量の関係が分かりやすいな。

小３「風とゴムの力の働き」→
小６「てこの規則性」→
中１「力の働き」→

２２



【単元の課題】エネルギーを効率よく使う
ためにはどうすればよいだろうか。

中３ 運動とエネルギー「仕事とエネルギー」全12時間

【課題】仕事の大きさは何と関係している
のだろうか。

【めあて】ピーナッツを燃料として、水を
温めたときのエネルギー変換効率を求めて
みよう。

【単元で身に付けさせたいこと】
・仕事と仕事率について理解し、仕事の原理を知ること。
・力学的エネルギーは他の物体になしうる仕事で測れること。
・運動エネルギーと位置エネルギーが相互に移り変わるとともに、力学的エネル
ギーの総量が保存されこと。 道具や機械と仕事の大きさに

ついて、日常生活と関係付け
て問題を見いだせるようにク
レーン車など具体的な場面を
提示する。

運動エネルギーや位置エネル
ギーの大きさに関係する要因
を考えられるように、ボウリ
ングや高いところから物を落
とした時の様子など身近な場
面を取り上げて話し合う。

位置エネルギーと高さ、質量
の関係を比べる際には、比べ
たい条件以外はそろえないと
いけないことを確認できるよ
うにする。

エネルギーを効率よく使うためには、摩擦
をなるべくなくしたり、目的でないエネル
ギーを他のものに利用したりする。

【課題】定滑車や動滑車を使ったとき、物
体を垂直に動かすための仕事はどのように
なるのだろうか。

【課題】位置エネルギーの大きさは、何に
関係しているのだろうか。

【課題】仕事の能率はどのように比べれば
よいのだろうか。

【課題】運動エネルギーの大きさは、何に
関係しているのだろうか。

【課題】位置エネルギーと運動エネルギー
の間にはどのような関係があるのだろうか。

【課題】エネルギーの移り変わりにはどの
ようなものがあるのだろうか。

【課題】エネルギーが移り変わるとき、エ
ネルギーは保存されるのだろうか。

【課題】熱はどのように伝わるのだろうか。

主として働かせたい「見方・考え方」

「量的・関係的な視点」「多面的に考える」「比較する」

「見方・考え方」を
豊かにするポイントの例

生徒が「見方・考え方」を働かせている姿の例

単元構想例

身近な現象と関係付けて問題を見いだす

クレーン車に滑車がた
くさん使われているな。

滑車には定滑車と動
滑車があるな。

・滑車を使うと仕事
の大きさが小さくな
るのかな。

・定滑車と動滑車に
はどんな違いがある
のかな。

量的・関係的な視点で予想・仮説を立て、実験方法を考える

仕事[J]＝力の大きさ[N]×力の向きに動かした距離[ｍ]

仕事の大きさを求めるため
には、力の大きさと、距離
が分かればいいんだな。

定滑車と動滑車を正しく
比べるために、条件をそ
ろえて実験しよう。

多面的に考えて学びを深める てこや輪軸でも。仕事の原理を説
明してみよう。身近なことにつな
がっているんだな。

量的・関係的な視点結果の表し方を考える。

表でしっかり数値を比べられる
ように表したり、グラフや図で
視覚的に捉えやすくしたり、い
ろいろな表し方があるな。

エネルギー変換効率を求める
際に、エネルギーの量をしっ
かり数値で表し、現象と関係
付けて多面的に考えられる活
動を取り入れる。

小３「風とゴムの力の働き」→
小６「てこの規則性」→
中１「力の働き」→

２３
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